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序章                          .  
0-1. 研究の目的と背景 
本研究は、西アフリカに位置するガーナ共和国の首

都・アクラを対象に、その首都建設の実態に迫る。ガー

ナの近代史を語る上で最も重要な背景は、植民地支配と

独立である。1877年から1957年までの間ガーナは英国の

植民地支配下にあり、1957 年 3 月 6 日にエリートガーナ

人であるクワメ・エンクルマの指導のもと独立を果たし

た。建築的観点においては、首都の中心外に聳え立つブ

ラックスターゲートという独立記念碑や独立広場のアー

チがアフリカの自立を象徴する黒い星を掲げていること

から、観光地として人気を集めている。 
しかし首都全体に着目すると、象徴的建築物以外にも

さまざまな時代・様式の建築が、生まれては消え、ある

いは形を変えて入り混じっている。それにもかかわらず

象徴的建築物にのみ注目が集まり、その他の建造物と首

都建設の関係性は学術的に明らかにされてこなかった。 
本研究ではアクラの建造物を時代、建築の生まれ廃り、

増改築の変化というレイヤーに分けて整理する。その上

で植民地時代に建設された建造物の活用と、国家アイデ

ンティティの創出の関係性を明らかにすることを目的と

する。 
0-2. 研究の対象と研究方法 
ガーナが英領植民地下にあった 1874 年から 1957 年ま

での期間及び、ガーナとして独立した 1957 年から独立の

先導者・エンクルマが政治を主導する 1966 年までの期間

に焦点を当てる。 
分析に利用する資料は以下のとおりである。 

・Survey H.Q. Accraにより作成された 1927年の地図なら

びに the Survey of Ghana により作成された 1966 年の地図 
・1957 年に作成された都市計画資料（58 年計画） 
・植民地省およびガーナの公共事業局発行の年次報告書 
また、2022 年 9 月および 2023 年 9 月にガーナで行った

実地調査の成果も適宜用いた上で、首都建設の実態を考

察する。 
0-3. 用語の定義 
「独立期」：独立政府の発端となった政党が総選挙で勝

利を収める 1951 年から、エンクルマ政権が終了する 1966
年までの期間とする。 
「インフラ」：本論においては、道路や上下水道などの

土木構築物は分析の対象外としているため、病院や通信

局など、人々の生活に直接役立つ建造物を指して用いる。 
「英領黄金海岸」：英国による植民地時代のガーナの呼称。 

「コロニアルアセット」： 植民地時代に完工した建築・

インフラを指す。独立以降引き継がれた「資産」として

の側面に着目し、筆者が定義した。 
「首府」：一般的には首都と同義であるが、本論におい

ては植民地時代の政治的中心都市が置かれた都市を指す。 
0-4. 既往研究と本論文の位置付け 

Jackson（2016）は、英国委任統治下のイラクでは建築

と都市計画が国家建設と統治の重要な手段として利用さ

れたと述べている 1。植民地期イラクにおいては、行政施

設や学校、警察署などの公共建築が英国の権力と統治の

象徴として機能しつつ、近代国家としての基盤を整備す

る役割を果たした。本研究はいわばジャクソン研究のガ

ーナ版にあたる。 
Hess（2011）2は近代ガーナにおいて、エンクルマが国

家の理想を建築に託したという視点から、アクラ建築の

空間構成を解釈した。本研究は、このヘスの見解をイン

フラも含めて再検証する役割を果たす。 
Stanek（2024）3 はガーナにおける植民地後期から独立

にかけての建築のアフリカ化に着目し、西欧的な影響と

地域固有のものの相互作用について、独立後の建物を対

象に意匠的観点から考察している。本研究はインフラを

含め、アフリカ化以前に植民地支配を経験した国家が誕

生する時の植民地期建築による影響を探る。 
0-5. 論文構成 

本論は序章・結章を除き４章構成である。１章では、

アクラの建築とそれを手がける組織の成り立ちについて

通史的に見通し、ガーナにおける首都建設の傾向を掴む。

２章では、独立前後の地図を比較し、独立後のコロニア

ルアセットの残存状況を明らかにする。３章では、コロ

ニアルアセットを新政府が意識的に活用しようとしてい

たのかを検証する。また同時に独立時に掲げた計画の実

現率を明らかにする。４章では、建築関連予算に占める

増改築の割合や予算割合の高い建築タイプを分析し、コ

ロニアルアセットとして利用する建物タイプに法則性が

あるのか探る。 
１章：首都の建造物とそれを手がける組織        .                     

1-1.ヨーロッパ人による要塞(15 世紀-19 世紀半ば) 

ガーナの首都建設の発端は 15世紀に遡る。1471 年、エ

ンリケ航海王子の下ポルトガル人が黄金海岸に到着して

以降、オランダ、スウェーデン、デンマーク、イギリス

が大西洋奴隷貿易の拠点として黄金海岸に要塞を建設し

た。19 世紀初頭、アシャンティ族と英国による二度にわ

たる戦争の末、1874 年黄金海岸は英国の植民地となった。



 

 

英領黄金海岸の首府は、当初ケープコースに置かれたが、

植民地省は地震で大部分が破壊されたアクラが再編成可

能な都市であると見て、1877 年に首府をアクラへ移転し

た。以降、首府建設は、オランダによって建設されたア

ッシャー港（1642 年に建設）とデンマークによるオス城

（1657 年に建設）を核として進められた。4 
1-2.植民地省によるインフラ基盤の整理(1877-1940s) 

英領黄金海岸時代の前半は、英国人総督らによって主

要なインフラ開発が進められた。英国は、各植民地に植

民地公共事業局（P.W.D.）を設置し、アクラにおいても

P.W.D.による建設活動が活発化した。植民地省はアクラ

西部のケープコーストに本国との郵便連絡の拠点を建設

した（1853）が、1877 年の首府移転に伴いアクラに中央

郵便局を建設し（1880s）、各地の郵便局の中枢機能を果

たすようになった。このアクラ中央郵便局は現在もガー

ナで最大の郵便局として機能している 5。また英国人総督

ゴードン・グギスバーグは特にアクラのインフラ開発に

注力し、タコラディ港（1921）、アチモタ学校(1927)、ゴ
ールドコースト病院(1923)（のちのコーレブ病院）の建

設を指導した（グギスバーク計画）6。コーレブ病院は現

在アフリカで三番目に大きな病院として知られている。

またガーナの最高学府・ガーナ大学の前身であるゴール

ドコースト大学も、英国人ウォルター・エリオット卿の

指示のもと 1948 年に建設された。 以上より、現在のガー

ナを代表するインフラの多くがこの時代に建設されたこ

とがわかる。 
1-3.英国人建築家による熱帯モダニズム（1940s-1957） 

グギスバーク計画におけるインフラ開発は、英国入植者

の快適性に焦点を当てたもので、現地住民の文化的尊重

は度外視されていた 6。それに対して、英国人建築家・マ

クスウェル・フライは、1944 年にガーナ人建築家 T.S.ク
ラークとともに過密化する居住地の整備を含む都市計画

を考案した。またフライは、アクラにてコミュニティセ

ンター（1951 年に設計）や博物館（1956 年）など、ガ

ーナの文化・気候に適応した近代建築を手がけた。建築

におけるこのような「あゆみより」の動向は、権力移譲

の兆候を反映している。ガーナの独立は一朝一夕で達成

されたものではなく、1940 年代半ばから 1957 年までの

期間に英国からエンクルマへ政治的権力が移行された。

1949 年にエンクルマを党首とした政党が結成され、1951
年、1954 年、1956 年に総選挙で勝利し、独立付与に至

った。このような政治的背景が英国人の建設活動にも影

響を及ぼしたと考えられる。 

1-4.エンクルマによる象徴建築（1957-1966） 

独立以降、エンクルマが統治した 1957 年から 1966 年

までの期間は、ヘス 2が述べるよう、国家理想を建築によ

って表現する時代だった。1961 年に予定されたていたエ

リザベス女王２世の来訪に向けた独立広場や、1967 年に

アクラで開催される国際見本市に向けたパビリオンの建

設が行われた。これらの建設を担当したのは、ガーナ国

営建設公社（G.N.C.C.）という組織である。ガーナ国営

建設公社は元々、1958 年にイスラエル企業ソレル・ボネ

（Solel Boneh）とガーナ政府による合併企業として始ま

ったが、のちにガーナ政府が買収し、1962 年には旧

P.W.D.の 25,000人を吸収した。総勢 35,000人であったた

め 7割が旧 P.W.D.の所員だったことになる 7。 
1-5.小結 

ガーナの首都建設の歴史に着目すると、英国をはじめ

とする諸外国がその基盤を作っている様子が確認できる。

被植民を経験した国家における首都の建設活動では、諸

外国が築き上げたインフラを活用することがあり、アフ

リカでそのような実例は検証されてこなかったがガーナ

も同様の傾向にあることが明らかになった。 
２章：コロニアルアセットの活用          . 

2-1.調査・分析方法 

1927年（黄金海岸期）のアクラ地図と1966年（エンク

ルマ政権末期）のものを重ね合わせ、建造物の残存状況

を明らかにする。 
2-2.継承されたコロニアルアセット 

1927年のアクラ地図にはおよそ 70件のコロニアルアセ

ットを確認した。そのうち 27件（38.6%）が 1966年の地

図において形を変えず残存していることが明らかになっ

た。警察署は 4 件中 3 件が、病院は 5 件中 2 件が、要塞

は 4 件中 4 件が継承されるなか、行政施設が 6 件中全て

取り壊されていたことは大きな特徴である。行政施設の

内訳は P.W.D.関連施設や裁判所であった。 

 
図 1：継承されたコロニアルアセット 

（1927 年地図と 1966 年地図をもとに筆者作成） 

2-3.小結 

コロニアルアセットの残存状況を確認することにより、

エンクルマ政権下においてコロニアルアセットを活用し

ながら首都建設が進められたことが明らかになった。 
また 1927 年以前にすでに建っていたコロニアルアセッ

トと、それ以降に新築された建物がおよそ１：１の割合

で混在しいることがわかった。その建設手法には次のよ

うな傾向が見られる。 
・教育施設や警察署、病院などインフラは、コロニアル

アセットの増改築により建てられる 
・行政施設や広場などは、新築により建てられる 
行政施設はインフラと区別して扱われる傾向にあり、

ヘス論文における「エンクルマが政府の省庁や記念碑、

文化施設に国家のアイデンティティを託した」という言

説を検証することができた。 
 



 

 

３章：独立時に掲げた理想の実現          . 

3-1.調査・分析方法 

本章では 1957 年に計画された 1958 年の都市計画書

『Accra Town Plan1958』8（以下 58 年計画とする）の都

市計画図を、1927 年のアクラ地図と 1966 年のものに加

え、重ね合わせを行う。また、2023 年 9 月に行った現地

調査をもとに考察する。 
3-2.独立政府の方針 

58 年計画を読み解くなかで、コロニアルアセットに対

する積極的な活用は言及されていない。 
3-3.58 年計画に描かれた建築物 

 
図 2：58 年計画の都市計画図（『Accra Town Plan1958』より） 

58 年計画には新たに構想されていた国会議事堂とその

周辺を含む 41件の主要建造物が描かれている。（図 2）こ

の計画図には既存建築と新規構想が混在して描かれてい

る。 
3-4.58 年計画に描かれていた既存建築の割合  

1927 年地図との重ね合わせより、既存建築は 6 件だっ

た。58 年計画の 15%がコロニアルアセットで想定してい

たということになる。２章で 48％のコロニアルアセット

が継承されていた事実と比較すると、新政府は部分的に

やむをえずコロニアルアセットを活用したと解釈できる。 
3-5.58 年計画の実現率  

新たに構想された建造物は 35件であり、1966年地図と

の重ね合わせより、実現したのは 15 件だったことがわか

った。つまり、58 年計画は 42％が実現に至ったというこ

とになる。58 年計画の約半分は頓挫、あるいは別の計画

によって塗り替えられた可能性が示唆された。 
3-6.理想の刷新 

では、58 年計画が目的とした独立の象徴を示す都市計

画は頓挫したのか。のちの 1961 年には国家を象徴する黒

い星を掲げるアーチが完工しており、首都計画は刷新さ

れた可能性が考えられる。その理由を以下 2 項にて述べ

る。 
3-6-1.独立広場が新たに示す都市軸 

1961 年にエリザベス女王の来訪に合わせて建設された

独立広場は、58 年計画の都市軸とは異なる都市軸を形成

している。従来ガーナはジェームズ港とオス城を結ぶ東

西軸に沿って成長し、58 年計画が示すブラックスターゲ

ートもその軸が貫通するように建設された。 
しかし独立広場のアーチは既存軸に対し垂直に面して

おり、スタジアム（1961年完工）、ブラックスターゲート

側面、戦士像が南北方向一直線に並ぶことで形成されて

いる。独立広場は 1959 年の年間報告書 9における進行・ 
計画中の建築事業リストに記載がない。そのため 1960

年以降に、58 年計画の刷新として構想された可能性が高

い。この独立広場によって強調される南北軸は、既存軸

に対する刷新の意味があると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 

3-6-2.エンクルマ政権下の都市を作る建造物 

1966 年地図に各時代に建設されたアセットをプロット

した（図 4）。1927 年から残存するコロニアルアセット

（赤色）と 58 年計画によって作られた建造物（緑色）を

示す。コロニアルアセットの残存が確認できる一方で、

1966年のアクラは 58年よりあとに建設された建造物によ

って構成されていることが把握できる。 

 
図 4：1966 年のアクラ 

3-7.小結 

ガーナ新政府は独立時にはコロニアルアセットの積極

的な活用を想定していたのではなく、やむをえずコロニ

アルアセットを活用して首都建設するに至った。 

また 58 年計画は半分が実現に至らなかった一方で、独立

に向けた都市計画自体が頓挫したわけではなく、後年別

の計画によって刷新された可能性が考えられると言える。 
４章：建築関連予算から見る「継承と新築」           . 

4-1.調査方法 
公共事業局が手がけた建築関連の年間報告書（1955-

195610及び 1959-19609）を読み解く。 
4-2.増改築の割合変化 

1956年と1960年の建築関連予算に占める増改築の割合

変化をグラフ化したものが図 5 である。全体として 1960
年の方が増改築に充てる予算割合が増加している。独立

後、コロニアルアセットの活用がやや重視されたといえ

る。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
図 3：独立広場から北へ伸びる新しい都市軸（筆者作成・撮影） 

 
図 5：1955-56、1959-60 の増改築と新築の割合 

 



 

 

 
4-3.増改築の対象となる建物タイプ 

続いて、増改築の対象となる建物タイプを独立前後で

比較する(図 6,7)。独立前は通信局、病院、刑務所の増改

築に予算を割いていた。1880 年代に建設された郵便局

（G.P.O.）の増築が完工し、1923 年に完工したコーレブ

病院（旧称はゴールドコースト病院）の拡張と 1935 年か

ら続く放送局の改築が進行中であった。 
一方独立後は独立前と同様、官公庁、通信局、病院の

割合が高い。コーレブ病院への産科棟や小児科棟の増築、

産科病院の拡張に約 200 万 G£注 1が充てられていた。58
年計画においてコーレブ病院は医学生の教育を目的に拡

張する旨が述べられていたが、それに加えて社会変化へ

の対応も追加で担ったと考えられる。 
この結果は、国家主導で医療を提供するために医療イ

ンフラの整備が国家の責務とされたことを示唆している。

また、出生率の向上と乳幼児死亡率の低下という国家的

課題に対し、アクラでは生児医療の整備が進められてい

たこと 11 もうかがえる。このように小児科・産婦人科の

強化は、エンクルマ政権が社会主義を目指したことを示

しており注２、コロニアルアセットがその実現に資したこ

とが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4-4.新築の対象となる建物タイプ 

次に新築する建物タイプを独立前後で比較する。独立

前の予算配分においては、主に行政施設に多額の予算が

使われていた。その中では官邸や中央銀行といった国家

の中枢機関に高い割合を占める。これらの建造物には大

理石が用いられ 10、意匠への配慮がなされているという共

通性が見られる。また官邸は現在国会として利用されて

おり、銀行は後の紙幣に描かれている。両者とも国家の

威信を象徴する建造物として設計され、現在に至るまで

重要な役割を果たし続けている点も共通している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4-5.小結 

建設予算を増改築と新築に分解して分析した結果、独

立前後におけるコロニアルアセットの継承と新築への投

資に関し、明確な選択的姿勢がとられていることが確認

された。 
国家の象徴としての機能を担う意匠性の高い行政施設

については、新築によって整備が進められていた。一方

で、社会の変化に応じた柔軟な対応が求められるインフ

ラについては、新たに建設するのではなく既存のコロニ

アルアセットを活用する傾向が見られた。すなわち、植

民地期に整備されたインフラがあったからこそ独立後に

大規模な新築を行う必要が生じず、限られた財政資源を

象徴的建造物に重点的に投じることが可能となったと考

えられる。 
またコロニアルアセットの増改築が、エンクルマの抱

く国家理想の社会主義的側面に資していたという新たな

見解が得られた。 
結章 新旧分離による象徴と福祉          . 

国会議事堂を中心とする象徴的都市計画は、その半分

が未実現にとどまり、コロニアルアセットをやむなく活

用しつつ首都建設が押し進められた。しかし独立を象徴

する計画自体が頓挫したわけでなく、新たな別の計画に

よって遂行されたと考えられる。建築関連予算に着目す

ると、主に行政施設を新築することで国家を象徴的に表

現し、そしてインフラを増改築することによって福祉の

整備を担保するといった、建造物に対する選択的な姿勢

がとられているとわかった。58 年計画が実現できずとも、

なお独立広場や外交関連施設など後年の新築が可能だっ

たのは、コロニアルアセットの増改築によりインフラを

新築せずに済んだからだと考えることができる。 
またインフラはエンクルマの社会主義理想の実現手段

としても機能しており、独立期ガーナの首都建設に多様

な側面から貢献した。 
このように「国家としてのアイデンティティの創出」

と「福祉の整備」といういわば独立の必要条件が、コロ

ニアルアセットと新築の使い分けによって両立されるこ

とにより、独立期の首都アクラは形成された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〈注釈〉 
注 1）1£=1G£ 独立前後で貨幣価値の為替レートは変わらない。現在の₵(セディ)に変わったのは 1965

年から。 
注 2) 社会主義は、平等と社会福祉の充実を重視するため、医療の無償化や公的医療制度の強化が推進

される傾向にある。その中でも、妊産婦や子どもは社会的に弱い立場にあるため、彼らのため

の医療を手厚くすることは、社会主義国家の政策に見られる傾向である。 
注 3)写真出典：Korle-Bu Teaching Hospital〔https://kbth.gov.gh/%20brief-history/〕 
注 4)写真出典：Annual report of the public works department for the year 1955-1956, p18、London, 

“Directory of the Republic of Ghana, including trade index and biographical section”.p86. 
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図 7：予算と建物タイプ（新築） 

 

 
図 6：予算と建物タイプ（増改築） 

 


